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た
ま
り
場
に
集
う
み
な
さ
ん

の
表
情
が
活
き
活
き
と
し
て
い

て
魅
力
的
で
す
。
趣
味
の
教
室

な
ど
は
公
民
館
な
ど
で
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
随
分
違
っ
た

も
の
に
感
じ
ま
す
。

　

友
の
会
総
会
で
の
発
言
も
、

実
際
の
活
動
に
基
づ
く
も
の

で
、
意
義
任
務
と
い
っ
た
次
元

を
越
え
た
、
感
動
を
伴
う
説
得

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
な
ど
運
動
と
し
て
の
観
点

が
、
活
動
へ
の
確
信
と
な
り
魅

力
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

た
ま
り
場
づ
く
り
が
受
け
入

れ
ら
れ
施
設
数
を
増
や
し
て
き

ま
し
た
。
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
社

会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
活
動
な

ど
、
楽
し
く
で
き
る
運
動
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

支部・班活動 あれこれ支部・班活動 あれこれ

● 

応
募
方
法
／
郵
便
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
友
の
会
に
対
す
る
ご
意
見
等
を
記
入
の
う
え
、

● 

あ
て
先
／
〒
５
９
０
―
０
８
２
４　

堺
市
堺
区
老
松
町
２
丁
58
―
１

　

友
の
会
事
務
局
「
お
楽
し
み
ク
イ
ズ
」
係
あ
て
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

●
し
め
き
り
／
２
０
１
４
年
８
月
13
日（
水
）消
印
有
効

● 

当
選
発
表
／
厳
正
な
る
抽
選
の
上
、
賞
品
（
図
書
カ
ー
ド
５
０
０
円
分
）
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
解
答
は
が
き
に
書
か
れ
た
「
ご
意
見
」
は
、
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑮
○
○
と
言
え
ば
、
か
あ

ヨ
コ
の
キ
ー

①
相
撲
の
準
備
運
動
。
○
○

を
踏
む

③
大
相
撲
名
古
屋
―
―

⑤
勤
め
先
に
通
う
こ
と

⑦
大
坂
夏
の
○
○

⑧
○
○
地
無
用

⑩
教
え
導
く
。
剣
道
―
―

⑫
急
所
。
○
○
を
押
さ
え
る

⑭
性
質
の
違
う
こ
と
。
―
―

の
文
化

⑯
車
体
検
査
の
略

新金岡支部
　７月19日（土）10時～12時
　　　　　　　　バザーと「健康チェック」　たまり場にて
　７月22日（火）11時～14時
　　　　　　　　昼食会　たまり場にて
　７月23日（水）13時～15時
　　　　　　　　写真クラブ　たまり場にて

南花田支部
　７月15日（火）10時～
　　　　　　　　パッチワーク班（初級コース）
　　　　　　　　たまり場にて
　７月17日（木）13時～
　　　　　　　　パッチワーク班（初級コース）
　　　　　　　　たまり場にて
　７月22日（火）13時30分～
　　　　　　　　パッチワーク班（上級コース）
　　　　　　　　たまり場にて

津久野支部
　７月13日（日）10時～
　　　　　　　　そばうち班会　大東会館
　７月27日（日）夏のバスツアー
　　　　　　　　めっけもん広場・神通温泉

東西支部
　７月26日（土）14時～
　　　　　　　　医療制度学習会　旭ヶ丘会館３階
　８月９日（土）13時30分～
　　　　　　　　 映画を観る会「ペコロスの母に会いに行く」

健康福祉プラザ

中区支部
　８月９日（土）映画「ひろしま」上映と講演のつどい　
　　　　　　　　ソフィア堺ホール
　　　　　　　　午前の部　９時30分～
　　　　　　　　午後の部　13時30分～

タ
テ
の
キ
ー

①
○
○
実
剛
健

②
下
水
―
―
。
―
―
現
場

③
朝
昼
○
○
の
３
食
つ
き　

④
大
地
震
後
の
ゆ
り
か
え
し

⑥
遠
視
の
対

⑧
白
衣
の
―
―

⑨
要
点
。
論
文
の
―
―

⑪
野
球
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

⑬
小
火
。
○
○
を
出
す

●５月号の答　
「リョクチャ（緑茶）」
●応募数／97通

　カギを解き、二重ワクに入る
文字をＡＢＣ順に並べてできる
言葉は何？

A

Ｇ

C E

F

B

D

＊
お
寄
せ
い
た
だ
く
句
を
詠
む
時
の
情
景
や
思
い
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

＊
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
次
回
締
め
切
り
は
、
２
０
１
４
年
８
月
13
日
（
水
）
で
す
。

＊
特
に
、
俳
句
・
短
歌
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

交
流
戦
人
気
で
ト
ッ
プ
タ
イ
ガ
ー
ス 
長
谷
川
吉
雄（
西
区
浜
寺
石
津
町
）

小
競
り
あ
い
そ
の
う
ち
そ
れ
が
戦
争
へ 

安
東　

利
彦（
西
区
上
野
芝
町
）

―
中
越
衝
突
―

歩
く
た
び
ギ
ク
ギ
ク
鳴
く
の
何
の
虫 

奥
田　

君
江（
西　

区　

上
）

腰
を
痛
め
た
と
き
の
つ
ら
さ

平
和
こ
そ
最
高
の
福
祉
風
薫
る 

横
田　
　

正（
中
区
土
師
町
）

オ
リ
ー
ブ
の
銀
の
葉
陰
や
旅
薄
暑 

伊
藤　

基
治（
南
区
御
池
台
）

編編編編
集集集
後後後後
記記記

○ 

書
道
教
室
・
月
２
回
10
人
程

度
の
参
加
。
先
生
が
毎
回
お

手
本
を
書
い
て
く
れ
て
い
ま

す
○ 

小
物
づ
く
り
・
月
２
回
15
人

程
度
。
ブ
ロ
ー
チ
・
帽
子
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
入
れ
等
の
小
物

づ
く
り

○ 

折
り
紙
・
月
２
回
13
人
程

度
。
箱
・
ラ
ン
ド
セ
ル
・
お

雛
さ
ん
な
ど
多
数

○ 

絵
て
が
み
・
月
２
回
10
人
前

後
。
作
品
は
た
ま
り
場
に
展

示
し
て
い
ま
す
。

○ 

ち
ぎ
り
絵
・
月
２
回
毎
回
４

人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま

す
。
新
聞
の
カ
ラ
ー
部
分
を

ち
ぎ
っ
て
作
品
に
仕
上
げ
ま

す
。

○ 

そ
の
他
、
仲
間
内
で
の
映
画

鑑
賞
会
も
月
１
回
程
度
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

中
区
ブ
ロ
ッ
ク
・
八
田
宮
園

支
部
の
〝
と
も
の
家
〞
で
は
、

６
種
類
の
サ
ー
ク
ル
や
、
ブ
ロ

ッ
ク
と
し
て
の
３
つ
の
サ
ー
ク

ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
区
で
行
わ
れ
て
い
る
サ
ー

ク
ル
の
中
か
ら
自
分
に
あ
っ
た

も
の
を
選
べ
る
こ
と
も
魅
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。
独
居
に
な
っ

た
人
が
な
か
な
か
足
を
踏
み
出

せ
ず
、
い
ろ
い
ろ
見
学
し
、
居

場
所
を
見
つ
け
た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

□　
　

□

　

八
田
宮
園
〝
と
も
の
家
〞

は
、「
健
康
友
の
会
み
み
は
ら
」

と
し
て
初
め
て
の
、
５
年
前
に

で
き
た
た
ま
り
場
で
す
。

　

中
区
支
部
が
結
成
さ
れ
、
民

ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
な
ら
八
田
で
も
で
き
る

な
」
と
場
所
探
し
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
な
か
な
か
人
が
定

着
せ
ず
、
議
論
の
上
、
毎
月
二

千
を
こ
え
る
チ

ラ
シ
を
８
ヶ
月

程
度
ま
き
続
け

ま
し
た
。「
安

心
し
て
つ
ど
え

る
場
所
」
と
地

域
に
認
知
さ
れ

る
ま
で
半
年
は

か
か
り
ま
し

た
。
待
た
れ
て

い
た
の
で
し
ょ

う
か
、
そ
れ
か

ら
は
人
が
人
を

呼
び
支
部
分
割

へ
と
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

医
連
の
事
業
所
も

な
く
地
域
的
な
つ

な
が
り
を
広
げ
る

こ
と
が
課
題
に
な

っ
て
い
る
と
き
に

で
き
た
た
ま
り
場

で
す
。

　

当
時
、
東
大
阪

医
療
生
協
（
現
か

わ
ち
野
）
で
活
動

を
始
め
た
、
東
堤

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
も
見
学
し
、

「
活
動
の
イ
メ
ー

たまり場
支部の

紹 介紹 介

八
田
宮
園「
と
も
の
家
」

耳
原
初
の
た
ま
り
場

地
域
に
広
が
り　
　
　
　
　
　

「
安
心
し
て
つ
ど
え
る
場
所
」に


